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即
戦
力
期
待
の
柿
本
晟
弥
投
手

西
武
か
ら

西
武
か
ら
２２
位
指
名

位
指
名

赤
穂
出
身
で
初
ド
ラ
フ
ト

　

プ
ロ
野
球
１２
球
団
が
獲

得
を
希
望
す
る
新
人
選
手

を
指
名
す
る
「
ド
ラ
フ
ト

会
議
」
が
２２
日
に
東
京
都

内
で
あ
り
、
赤
穂
市
出
身

の
柿
本
晟せ

い

弥や

投
手（
２４
）＝

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
＝
が
西
武

か
ら
２
位
指
名
さ
れ
た
。

ド
ラ
フ
ト
で
赤
穂
市
出
身

選
手
が
指
名
さ
れ
た
の
は

初
め
て
。

　

柿
本
投
手
は
赤
穂
市
中

広
生
ま
れ
。
小
２
か
ら
赤

穂
野
球
少
年
団
で
野
球
を

始
め
、
６
年
時
に
エ
ー
ス

で
キ
ャ
プ
テ
ン
。
赤
穂
中

時
代
は
龍
野
ボ
ー
イ
ズ
で

プ
レ
ー
し
た
。
高
校
は
名

門
・
東
洋
大
姫
路
で
１
年

夏
か
ら
ベ
ン
チ
に
入
り
、

２
年
秋
か
ら
エ
ー
ス
と
し

て
活
躍
し
た
。
東
洋
大
に

進
み
、
１
年
秋
か
ら
東
都

２
部
リ
ー
グ
で
登
板
し
、

４
年
秋
は
２
部
優
勝
と
１

部
昇
格
に
貢
献
。
そ
の
年

の
ド
ラ
フ
ト
で
は
指
名
が

か
か
ら
ず
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
へ
入
社
し
た
。
最
速
１

５
１
キ
ロ
の
ス
ト
レ
ー
ト

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た

多
彩
な
変
化
球
を
武
器
に

社
会
人
屈
指
の
本
格
派
右

腕
に
成
長
し
、
今
ド
ラ
フ

ト
で
の
上
位
指
名
が
確
実

視
さ
れ
て
い
た
。

　

指
名
後
の
会
見
で
柿
本

投
手
は
「
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
２
位
と
い
う
順
位
は

僕
の
中
で
は
早
か
っ
た
。

よ
く
て
３
位
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

特
殊
詐
欺
な
ど

注
意
呼
び
掛
け

２６
日
に
市
民
大
会

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
明

る
く
す
み
よ
い
地
域
社
会

の
実
現
を
推
進
す
る
「
全

国
地
域
安
全
運
動
」
が
２０

日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
、
赤
穂
市
内
で
も
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
特
殊
詐

欺
被
害
防
止
や
交
通
安
全

な
ど
を
呼
び
掛
け
た
。

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

運
動
期
間
最
終
日
の
２０

日
、
中
広
の
イ
オ
ン
赤
穂

店
で
あ
り
、
赤
穂
署
と
関

係
機
関
、
警
察
で
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
」
体

験
中
の
中
学
生
な
ど
約
５０

人
が
参
加
。
防
犯
情
報
や

交
通
事
故
情
報
を
い
ち
早

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ

「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト

　 　

　 　

プ
ラ
ス
」
を
周
知
す
る
チ

ラ
シ
を
買
い
物
客
に
配
布

し
、
特
設
ブ
ー
ス
で
は
詐

欺
電
話
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
き

る
対
策
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
。

　

こ
の
日
は
市
内
す
べ
て

の
金
融
機
関
で
も
特
殊
詐

欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
注
意
を
呼
び
掛
け
る
店

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
た
。
み
な
と
銀
行
赤
穂

支
店
の
谷
口
拓
也
支
店
長

（
４２
）は
「
特
殊
詐
欺
の
不

幸
な
被
害
を
水
際
で
止
め

ら
れ
る
『
最
後
の
砦
』
と

な
る
心
構
え
で
、
警
察
や

他
の
金
融
機
関
と
も
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　

１０
月
２６
日（
月
）に
は
恒

例
の
赤
穂
市
地
域
安
全
市

民
大
会
が
中
広
の
赤
穂
化

成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

午
後
２
時
半
か
ら
行
わ
れ

る
。
大
会
宣
言
の
採
択
、

「
赤
穂
の
警
察
官
」
表
彰

式
の
ほ
か
、
兵
庫
県
警
察

音
楽
隊
の
演
奏
を
行
う
。

入
場
無
料
。（
写
真
は
防

犯
に
役
立
つ
ア
プ
リ
も
Ｐ

Ｒ
し
た
全
国
地
域
安
全
運

動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

し
た
」
と
笑
顔
。
さ
ら

に
、
広
報
を
通
じ
て
「
ど

ん
な
場
面
で
も
勝
利
に
こ

だ
わ
り
、
チ
ー
ム
に
信
頼

さ
れ
る
投
手
と
し
て
、
勝

利
へ
導
け
る
存
在
に
な
り

た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
頃
の

思
い
出
を
「
毎
日
が
む
し

ゃ
ら
に
白
球
を
追
い
続
け

て
い
た
」
と
振
り
返
り
、

「
赤
穂
市
は
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
で
あ
り
、
野

球
人
生
の
原
点
。
そ
ん
な

地
元
の
皆
様
に
誇
り
に
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

選
手
に
な
る
」
と
宣
言
。

「
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
ご

声
援
が
大
き
な
力
と
な

り
、
苦
し
い
場
面
で
も
背

中
を
押
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ひ
た
む
き
に

挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
熱
い

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

過
去
に
プ
ロ
野
球
の
球

団
に
在
籍
し
た
赤
穂
市
出

身
選
手
は
、
巨
人
に
入
団

し
た
塩
崎
正
人
さ
ん
、
大

洋
で
通
算
２
０
６
安
打
、

１５
本
塁
打
を
打
っ
た
中
村

敏
行
さ
ん
ら
が
い
る
（
赤

穂
民
報
調
べ
）。柿
本
投
手

の
入
団
が
実
現
す
れ
ば
６４

年
ぶ
り
で
、
日
本
野
球
機

構（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）が
ド
ラ
フ
ト

制
度
を
導
入
し
た
１
９
６

５
年
以
降
で
は
初
め
て
と

な
る
。

　
　

 

＊　

＊　

＊

地
元
で
も
喜
び
の
声

　

龍
野
ボ
ー
イ
ズ
で
指
導

し
た
北
秀
行
監
督（
７５
）は

「
性
格
が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ

え
え
。
人
の
話
を
よ
く
聞

く
素
直
さ
が
あ
る
か
ら
伸

び
る
」
と
人
柄
の
良
さ
を

第
一
に
挙
げ
た
上
で
、

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
抜

群
。
当
時
か
ら
一
級
品
だ

っ
た
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
成
長

と
と
も
に
さ
ら
に
磨
き
が

か
か
り
、
プ
ロ
で
も
通
用

す
る
は
ず
」と
期
待
し
た
。

　

柿
本
投
手
が
赤
穂
野
球

少
年
団
に
在
籍
し
て
い
た

当
時
監
督
だ
っ
た
髙こ

う

下げ

秀

昭
さ
ん（
６３
）は
「
晟
弥
が

ま
だ
小
４
だ
っ
た
と
き
、

自
分
の
エ
ラ
ー
で
失
点
し

て
負
け
た
の
を
泣
い
て
悔

や
し
が
っ
て
い
た
の
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
普
段

は
表
に
出
さ
な
い
が
、
内

に
秘
め
た
負
け
ん
気
の
強

さ
と
い
う
か
、
勝
負
根
性

が
あ
っ
た
」
と
回
顧
。
柿

本
投
手
が
卒
団
時
に
同
級

生
と
合
同
で
贈
っ
て
く
れ

た
記
念
の
額
を
職
場
の
壁

に
ず
っ
と
飾
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

少
年
団
時
代
の
チ
ー
ム

メ
ー
ト
で
登
下
校
も
一
緒

だ
っ
た
と
い
う
髙
田
尚
貴

さ
ん（
２４
）は
、「
子
ど
も

の
と
き
か
ら
運
動
神
経
が

す
ご
く
良
か
っ
た
。
中
学

の
と
き
、
手
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
ら
、
練
習
で
で
き

た
ま
め
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
。
努
力
の
積
み
重
ね
が

花
開
い
た
と
思
う
」
と
指

名
を
喜
ん
だ
。
当
時
の
メ

ン
バ
ー
は
今
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
連
絡
を
取
り
合
い
、
一

緒
に
忘
年
会
や
旅
行
を
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
、

「
登
板
が
決
ま
れ
ば
、
み

ん
な
で
応
援
に
行
き
た

い
」
と
プ
ロ
の
マ
ウ
ン
ド

に
上
が
る
姿
を
楽
し
み
に

し
た
。

　

父
の
佳よ

し

克か
つ

さ
ん（
６０
）は

赤
穂
市
内
の
自
宅
で
息
子

の
指
名
を
見
届
け
た
。
こ

れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て

「
親
と
し
て
は
本
人
が
選

ん
だ
道
を
見
守
っ
て
き
た

だ
け
。
つ
ら
い
こ
と
も
あ

っ
た
と
思
う
が
、
こ
こ
ま

で
よ
く
頑
張
っ
て
き
た
と

思
う
」
と
話
し
、「
今
ま

で
以
上
に
厳
し
い
世
界
だ

が
、
切
磋
琢
磨
し
て
一
軍

で
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る

選
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
」。
母
の
三み

枝え

さ
ん

（
５４
）は
「
指
名
さ
れ
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
日
々

の
努
力
を
怠
ら
ず
、
け
が

や
病
気
に
気
を
付
け
て
」

と
健
康
な
選
手
生
活
を
願

っ
た
。（
写
真
上
は
赤
穂

市
出
身
選
手
で
初
め
て
ド

ラ
フ
ト
指
名
を
受
け
た
柿

本
晟
弥
投
手
。
同
下
は
柿

本
投
手
ら
同
級
生
メ
ン
バ

ー
か
ら
贈
ら
れ
た
卒
団
記

念
額
を
掲
げ
る
髙
下
秀
昭

さ
ん
）

不
同
意
性
交
等
致
傷

容
疑
で
男
２
人
逮
捕

　

赤
穂
署
は
１０
月
２２
日
、

不
同
意
性
交
等
致
傷
容
疑

で
、男
２
人
を
同
日
ま
で

に
逮
捕
し
た
と
発
表
し

た
。

　

逮
捕
さ
れ
た
の
は
、神

崎
郡
福
崎
町
福
田
の
会
社

員
、
大
浪
玄
暉
容
疑
者

（
２３
）と
姫
路
市
井
ノ
口
の

会
社
員
、木
下
空
容
疑
者

（
２３
）。

　

逮
捕
容
疑
は
、今
年
６

月
６
日
深
夜
、木
下
容
疑

者
の
自
宅
で
、２０
代
女
性

に
対
し
、腕
を
押
さ
え
る

な
ど
の
暴
行
を
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
性
交
し
、傷

害
を
負
わ
せ
た
疑
い
が
あ

る
。

　

捜
査
関
係
者
に
よ
る

と
、男
ら
は
学
生
時
代
か

ら
の
友
人
で
、被
害
女
性

と
は
犯
行
前
日
に
知
り
合

っ
た
と
い
う
。警
察
は
男

ら
の
容
疑
の
認
否
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
遺
品
整
理・
生
前
整

理・
骨
董
品
買
取
＝
古
物

買
取
・
使
用
出
来
る
品
は

次
世
代
に
繋
げ
ま
す
。ご

み
処
分
、産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
者
と
提
携
。見

積
も
り
無
料
。何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ

ね
」坂
越
☎
０
９
０
・
１
２

４
０
・
７
４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
を
さ
れ
る

方
に
。国
か
ら
の
補
助
金

が
貰
え
ま
す
。予
算
上
限

第2６６３号　　２０２６年（令和 ８年）１０月２４日

市
民
ガ
イ
ド

に
達
し
次
第
補
助
金
は
終

了
し
ま
す
。補
助
金
対
象

機
種
や
お
見
積
り
等
、当

店
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
こ
と
な
ら
お
任

せ
。無
料
見
積
も
り
い
た

し
ま
す
。鏡
、硝
子
の
オ
ー

ダ
ー
カ
ッ
ト
加
工
も
お
任

せ
。三
樋
町
１８
の
４
☎
４３
・

５
４
１
４

　

▼
『
住
宅
設
備
』
や

『
電
気
工
事
』
の
こ
と
な

ら
当
店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設

置
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン

テ
ナ
関
連
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
や
照
明
な
ど
、
何
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

45
・
0
５
０
３
、
☎
０
９

０
・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
良
縁
ご
紹
介
・
結
婚

相
談
お
世
話
致
し
ま
す
＝

30
歳
代
〜
70
歳
代
の
男
女

募
集
。
結
婚
紹
介
業「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
会
」
寿
町
２

の
３
☎
０
９
０
・
８
５
３

９
・
６
７
８
７（
山
本
た

え
こ
）

　

▼
防
犯
カ
メ
ラ
専
門

「
２１
商
事
」
＝
最
適
な
監

視
・
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
や
防
犯
対
策
を
ご
提

案
。
ス
マ
ホ
で
い
つ
で
も

ご
自
宅
、店
舗
確
認
Ｏ
Ｋ
。

見
積
無
料
。
お
気
軽
に
ご

相
談
を
。
加
里
屋
☎
０
５

０
・
７
１
０
７
・
６
２
３

６
（
代
表
者
・
濱

田
）

　

▼
出
張
買
取
・
サ
イ
ク

ル
ヒ
ッ
ト
赤
穂
店
＝
は
や

１０
月
も
下
旬
。
お
祭
り
が

終
わ
っ
た
ら
、
お
う
ち
も

気
持
ち
も
ス
ッ
キ
リ
と
、

今
か
ら
新
年
へ
の
準
備
を

始
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

家
具
・
家
電
を
は
じ
め
と

し
て
、
皆
様
の
お
う
ち
に

あ
る
い
ろ
ん
な
物
の
『
出

張
買
取
』
の
ご
依
頼
を
承

り
ま
す
。
お
電
話
ま
た
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
で
お
問
合
せ
を
お

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。相
談
・
見
積
は
無
料
○

店
舗
ス
タ
ッ
フ
（
ア
ル
バ

イ
ト
）も
大
募
集
中
。接
客

・
家
具
家
電
の
品
出
し
等

（
未
経
験
も
歓
迎
）、時
給

１
２
０
０
円
、
週
1
日
か

ら
Ｏ
Ｋ
（
土
日
祝
も
歓

迎
）、時
間
応
相
談
（
９
時

半
～
17
時
頃
の
間
で
）。関

西
福
祉
大
向
か
い

☎
４６
・
５
０
８
０

　

▼
お
薬
相
談
・
処
方
せ

ん
受
付
い
た
し
ま
す
＝
地

域
の
薬
局
で
す
。
健
康
が

気
に
な
る
方
、
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
○
営
業
時
間
（
月

火
水
金
８
時
半
～
17
時

半
、土
８
時
半
～
13
時
半
）

○
定
休
日（
木
日
祝
）。「
カ

リ
ヤ
薬
局
」
花
岳
寺
通
商

店
街
☎
56
・
８
６
５
６

　

▼
正
社
員
・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
大
募
集
＝
○
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
て
灯

油
、
軽
油
、
重
油
等
の
配

送
業
務
。
乗
車
車
両
２
㌧

車
、
大
型
車
（
大
型
免
許

お
持
ち
の
方
）。
長
期
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
募
集

年
齢
４０
歳
ま
で
（
定
年
６０

歳
）。
要
危
険
物
乙
４
、

普
通
自
動
車
免
許
、
大
型

自
動
車
免
許
（
あ
れ
ば
尚

可
）。
勤
務
時
間
８
時
〜

１７
時
、
７
時
〜
１６
時
。
給

与
２３
万
円
～
（
賞
与
年
２

回
）
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
、
赤

穂
イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
及

び
洗
車
や
軽
作
業
。
正
社

員
／
営
業
時
間
内
（
７
時

〜
１９
時
）
で
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
。
月
給
２０
万
円
～

（
年
齢
経
験
に
よ
る
昇
給

・
賞
与
あ
り
）
危
険
物
免

許
あ
れ
ば
尚
良
し
。
パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
／
営
業
時

間
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
（
任
意
希
望
時
間
）。時

給
１
１
１
６
円
～
。「
前
田

石
油
㈱
」
中
広
１
７
９
の

６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
配

達
／
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を

順
番
通
り
に
配
達
し
ま

す
。
午
前
１
時
半
か
ら
２

〜
３
時
間
程
。１０
万
円
〜

１４
万
円（
部
数
に
よ
る
）。

配
達
地
域
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。「
神
戸
新
聞
赤

穂
専
売
所
」
加
里
屋
☎
４３

・
５
７
０
０

　

▼
飲
食
店
ス
タ
ッ
フ
募

集
＝
学
生
さ
ん
大
歓
迎
。

時
給
１
１
７
２
円
。
時
間

１０
時
〜
２２
時（
応
相
談
）。

接
客
・
配
膳
・
洗
い
物
な

ど
の
お
仕
事
で
す
○
未
経

験
者
大
歓
迎
○
学
生
さ
ん

歓
迎
○
勤
務
時
間
は
相
談

Ｏ
Ｋ
。
学
校
や
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
と
両
立
し
な
が
ら
、

一
緒
に
楽
し
く
働
き
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
正
社
員
も
募

集
中
で
す
。「
五め

月い

」
中

銀
裏
☎
５６
・
６
２
２
１

　

▼
『
山
田
英
一　
竹
細

工
展
』
＝
趣
味
の
花
か
ご

と
バ
ッ
グ
を
約
２０
点
展
示

し
ま
す
。
１０
月
２６
日（
月
）

〜
１１
月
１９
日（
木
）１０
時
〜

１６
時（
金
土
日
は
休
み
）。

「
さ
こ
し
高
瀬
舟
」
坂
越

公
民
館
隣
☎
４８
・
７
１
２

２
　

▼
第
２
回
ラ
ブ
ア
ー
ト

絵
画
展
＝
１０
月
３０
日（
金
）

〜
１１
月
１
日（
日
）、
赤
穂

市
立
図
書
館
で
１０
時
〜
１７

時
（
最
終
日
は
１６
時
ま

で
）。日
頃
の
成
果
を
見
て

い
た
だ
き
た
く
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
☎
０
９
０
・
１
９
５

８
・
３
２
４
４
（
中
野
）

　

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
お
知
ら
せ
＝
昭
和
の

頃
、
町
に
あ
っ
た
小
さ
な

当
て
も
の
や
さ
ん
。
そ
の

イ
メ
ー
ジ
で
フ
リ
マ
感
覚

の
く
じ
び
き
や
さ
ん
を
し

ま
す
。
ス
ク
イ
ー
ズ
な
ど

の
く
じ
も
あ
り
ま
す
。
１０

月
３１
日
（
土
）、
プ
ラ
ッ

ト
赤
穂
２
階
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
前
で
午
前
１０
時
〜
午

後
１
時
頃
（
商
品
が
な
く

な
り
次
第
終
了
に
な
り
ま

す
）。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日

な
の
で
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。「
く
れ
よ
ん
」
☎

０
９
０
・
８
８
２
４
・
１

２
７
３

　

▼
イ
オ
ン
赤
穂
店
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
記
念
『
長
渕
剛

も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
』
＝
１０

月
３１
日（
土
）、
１
階
フ
ー

ド
コ
ー
ト
で
１４
時
開
演
。

長
渕
剛
の
も
の
ま
ね
タ
レ

ン
ト
と
し
て
人
気
の
Ｙ
Ｕ

Ｙ
Ａ
（
赤
穂
市
在
住
）
が

歌
い
ま
す
。
観
覧
無
料
。

☎
４３
・
６
９
１
１

　

▼
『
安
田
知
博
〜
尺
八

　
『
里
山
の
秋
』
　
　
　
　
　
清
水
　
美
栄
子
（
赤
穂
市
）

《
書
・
漢
字
の
部
》　

『
犍
為
道
中
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枝
村
　
奈
美
（
相
生
市
）

   

『
光
祿
池
臺
』

　
　
　
　
　
　
安
藤
　
慎
一
（
明
石
市
）

【評】柔らかさがあり気宇が大きい。墨色も美しく、渇筆もきいています。
全体的にまとまりもよく、安心して拝見出来ます。（審査員・中原朱穂）

【
評
】
画
面
い
っ
ぱ
い
に
落
葉
し
た
葉
の
上
に
栗
が
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

じ
っ
く
り
観
察
し
描
き
込
ま
れ
た
秀
作
で
す
。
特
に
一
枚
一
枚
丁
寧
に
描
き
込

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。（
審
査
員
・
山
本
雅
也
）

《
写
真
の
部
》

   

『
じ
ぃ
じ
と
い
っ
し
ょ
に
　
滝
行
』

　
　
　
　
　
　
　
傳
代
　
悦
子
（
和
気
町
）

《書・かなの部》

【
評
】
水
し
ぶ
き
の
中
で
、
子
供
の
表
情
か
ら
そ
の
感

情
が
良
く
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
じ
ぃ
じ
の
顔
が
見
え

て
い
な
い
の
が
効
果
的
で
し
た
。
全
体
か
ら
、
お
二
人

の
す
て
き
な
間
柄
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
審
査
員
・
藤

森
久
嘉
）

《
書
・
篆
刻
の
部
》

【
評
】
十
字
界
線
と
峻
烈
な
刻
線
が
織
り
成

し
て
、
モ
ダ
ン
な
世
界
を
現
出
し
た
。
古
典

的
な
香
り
も
失
わ
ず
見
事
で
す
。（
審
査
員

・
井
谷
五
雲
）

《
絵
画
の
部
》

【
評
】
運
腕
大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
温
潤
な
線
条
で
し
っ
か
り
と
書
き
上
げ
た
好
作
品
で
す
。（
審
査
員
・
明
石
聴
濤
）

　『光る白帆と富士』　　　　　　西岡　美紀（西宮市）

　 　

の
調
べ
〜
』
＝
ナ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
も
活
躍
の
尺
八

奏
者
、
楽
し
い
ト
ー
ク
と

と
も
に
。１１
月
２２
日（
日
）、

赤
穂
市
文
化
会
館
リ
ハ
ー

サ
ル
室
で
１４
時
開
演
。
一

般
３
５
０
０
円
、
中
高
生

２
１
０
０
円「
赤
穂
労
音
」

☎
４２
・
９
５
７
５

　

▼
１１
月
の
「
そ
よ
風
ひ

ろ
ば
」
＝
ブ
レ
ッ
ド
・
キ

ッ
チ
ン
・
す
ず
主
宰
の
鈴

間
多
希
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
子
育
て
に
疲
れ

た
マ
マ
の
心
を
癒
す
バ
ス

ボ
ム
＆
ロ
ー
ル
オ
ン
ア
ロ

マ
作
り
。
何
か
を
頑
張
る

時
間
で
は
な
く
、
少
し
肩

の
力
を
抜
い
て
、
自
分
自

身
を
大
切
に
す
る
時
間

を
。
１１
月
１
日
（
日
）、

塩
屋
公
民
館
で
１３
〜
１５

時
。
材
料
費
７
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）。
☎

０
９
０
・
３
７
２
４
・
１

８
２
９（
あ
い
ざ
わ
貴
代
）

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　

▽
２５
日
＝
正
木
医
院

（
古
浜
町
１
７
４
）☎
０
７

９
１
・
４５
・
３
５
５
５

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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